
 
 

2021 年 4 月 12 日 

特定非営利活動法人ジャパン・プラットフォーム 

NGO、政府、経済界の連携によって 2000 年に設立された緊急人道支援組織、ジャパン・プラットフォーム

（東京都千代田区／以下、JPF）は、バングラデシュのミャンマー避難民キャンプで発生した大規模火災の被

災者への緊急支援のため、4 月 8 日に出動を決定しました。 

 

プログラム方針は以下のとおりです。状況に応じて、適宜見直しを行います。 

●概況                                                

 

 3 月 22 日午後、ミャンマー避難民が暮らすバングラデシュ・

コックスバザール県のクトゥパロン・バルカリ避難民キャン

プ（約 86 万人の避難民のうち約 60 万人が居住）※1 におい

て発生した火災は、可燃性の高い竹などで造られた住居に引

火して、複数の区画に燃え広がり、周辺のホストコミュニテ

ィにも被害が及びました。火災による死者は 13 名、負傷者

は 563 名、1 万以上の住居と 1,600 以上の公共施設が焼失

し、約 45,000 人が家を失いました。住居以外にも 1,500 以

上の水道設備、50 以上の教育施設、16 のチャイルド・フレ

ンドリー・スペースなども焼失や損傷のために使用できなく

なっています（4 月 2 日時点）※2。 

 

 バングラデシュ政府は、国際機関と連携し、支援団体の調整を図っています。被災者への支援としては、

焼失や損傷したインフラや住居の再建や補修、飲料水や食料の配布、保健・医療、女性や子どもの保護、

新型コロナウイルスの感染予防などが必要とされています。また、現地ではサイクロンやモンスーンの季

節も迫っているため、より迅速な対応が求められます。 

 

 JPF は、ミャンマー避難民キャンプにおける火災の被害の深刻さや人道危機への影響に鑑み、加盟 NGO

や現地団体と連携しながら、必要とされる支援活動を展開してまいります。なお、本プログラム終了後は、

現在実施中の「ミャンマー避難民人道支援」の枠内で補完していく予定です。 

 

現地においては、新型コロナウイルス感染も報告されており、現地行政、国際機関との情報交換を通じて、

感染対策措置を把握し、感染予防を徹底した上で、緊急支援を迅速に実施してまいります。今後の状況につ

きましては、随時 JPF ウェブサイト、Facebook でご報告いたします。 
  

※1：OCHA, 2020 Joint Response Plan for Rohingya Humanitarian Crisis – Mid Term Review- (30 

November 2020) 

※2：BRAC, Situation Report #10: Fire Incident Across Rohingya Camps 2–3 April 2021 (4 April 2021) 

報道関係者各位 

 

 

 

 

緊急人道支援の国際 NGO ジャパン・プラットフォーム（JPF）、 

「ミャンマー避難民キャンプ大規模火災緊急対応」プログラムの出動決定 

～1 万以上の住居が焼失、4 万人以上に影響～ 

©Rohim Ullah/Save the Children 

「ミャンマー避難民キャンプ大規模火災緊急対応」プログラム  

➢ 期間：         6 ヶ月 

➢ 予算：         1 億円（政府資金） 

➢ 対象地：      バングラデシュ、ミャンマー避難民キャンプ 

➢ 支援内容：   食料、生活物資、保健・医療、シェルター、水・衛生、女性や子どもの保護など 

 

https://www.facebook.com/japanplatform
https://reliefweb.int/report/bangladesh/2020-joint-response-plan-rohingya-humanitarian-crisis-mid-term-review-january-july
https://reliefweb.int/report/bangladesh/2020-joint-response-plan-rohingya-humanitarian-crisis-mid-term-review-january-july
https://reliefweb.int/report/bangladesh/humanitarian-crisis-management-programme-cox-s-bazar-bangladesh-situation-report


 
●JPF「ミャンマー避難民人道支援」プログラムへのご寄付方法 

  実施中の「ミャンマー避難民人道支援」では、引き続きご寄付を受け付けております。 

  ※「ミャンマー避難民キャンプ大規模火災緊急対応」プログラムは、事態の緊急性、被害の深刻さや人

道危機への影響に鑑み、政府資金により支援活動を展開してまいります。本プログラム終了後は、現在

実施中の「ミャンマー避難民人道支援」のプログラム内で支援活動を継続していく予定です。ご寄付に

よるご支援を頂けますと幸いです。 

  

 

銀呼名：三菱 UFJ 銀行 

支店名：本店 

口座種類：普通 

口座番号：1732850 

口座名義：特定非営利活動法人ジャパン・プラットフォーム 

フリガナ：トクヒ）ジヤパンプラツトフオーム 

 

※恐れ入りますが、振込手数料をご負担ください。 

※領収書をご希望の方は、送付先を JPF ウェブサイトの領収書発行依頼フォームよりご登録ください。 

 

※クレジットカード、郵便振替、PayPal などによる寄付はこちらをご確認ください。 

https://www.japanplatform.org/programs/myanmar-refugees2017/ 

 

 

■特定非営利活動法人(認定 NPO 法人) ジャパン・プラットフォームについて 

 

日本の緊急人道支援の新しいしくみとして 2000 年に誕生。NGO・経済界・政府などが対等なパートナーシッ

プのもとに連携し、迅速かつ効率的に国内外の緊急支援を実施するため、日本の JPF 加盟 NGO を様々な形で

サポートしています。設立以来、総額 670 億円以上、1650 以上の事業、50 以上の国・地域での支援実績、

企業と NGO の協業の促進、しっかりとした活動報告により信頼を築いてきました。各得意分野を持つ 40 以

上の JPF 加盟 NGO と情報を共有し、ともに支援プロジェクトをつくります。民間から総額 70 億円以上が寄

せられた東日本大震災支援では、被災県の地域連携・中間支援組織とともに地元 NGO をサポートし、復興の

体制整備に貢献しています。 

 

■本件に関するお問い合わせ先 

 

特定非営利活動法人 ジャパン･プラットフォーム 

広報担当：高杉 渉外担当：木島  

TEL：03-6261-4035（広報部直通） 

TEL：03-6261-4036（渉外部直通） 

FAX：03-6261-4753 

〒102-0083 東京都千代田区麹町 3-6-5 麹町 GN 安田ビル 4F  

Web サイト：www.japanplatform.org  E-mail：info@japanplatform.org  

Facebook：ジャパン・プラットフォーム   Twitter：@japanplatform  

http://www.japanplatform.org/support/receipt.html
https://www.japanplatform.org/programs/myanmar-refugees2017/
http://www.japanplatform.org/
mailto:info@japanplatform.org
https://www.facebook.com/japanplatform/?ref=nf&hc_ref=ARToZVQi-JVTe7hE9fIy0kx7Mes_d71uoJ1sTo5-38ykIwXSoV9JfbENkbWGo-Nl6aA
https://twitter.com/japanplatform/

